
2 款 1 項 17 目

26 年度 平成26年度

- -
- - - - - - - -
- - - - - -

実施スケジュール
項目 25年度以前 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度以降

0 0 0 0 0 0

向こう5年間の直接事業費の推移

年度
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 5年間の実績

体育館改修工事 式 0 1 0 1
天然芝移植工事 式 0 1 0 1
協議改修工事 式 0 1 0 1

項目 単位 25年度実績 26年度予定 9月末の実績 26年度実績

一般財源 0 91,137 813 60,672

事業活動の実績（活動指標）

財源内訳 地方債 0 0 0 0
その他 0 48,000 0 49,328

0
県支出金 0 131,368 0 75,245

人件費 0 1,627 813 1,590
国庫支出金 0 0 0

7,954
補助事業人件費 0 0 0 0

人件費
内訳

人工数 0.00 0.20 0.10 0.20
人件費単価 0 8,135 8,135

1,590
合計 0 270,505 813 185,245

事業費
直接事業費 0 268,878 0 183,655
人件費 0 1,627 813

改善策の
具体的

取り組み

事業費及び財源内訳
項　　　目 25年度決算 26年度予算 9月末の執行状況 26年度決算

事業の目的

平成２９年開催の愛媛国体の実施に向けて競技会場を整備する。

事業の内容

ホッケー対応できるよう市民競技場の天然芝を人口芝に張り替える。

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

事業の対象

根拠法令等

事業の性格 法定事務
実施期間 【開始年度】 平成 【開始年度】

所管課情報 担当課： 総務企画課 電話番号（内線）： 509
記入者情報 所属長： 海田 秀司 担当責任者： 高橋 洋司

事務事業名 国民体育大会施設整備事業
予算科目

総合計画での位置付け
教育・文化・スポレクの振興〜うるおいと生きがいのひとづくり〜
スポーツ・レクリエーションの振興

平成26年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

一般事務 公共建設事業 評価対象外事業



5二次評価
（所属部長）

以下の点について外部評価が必要と判断し、行政評価委員会に諮る。

意見、課題
行政評価委員会抽出事業

課題認識

　平成29年度に開催されるえひめ国体の本市実施種目である、ホッケー並びにバレーボールの開催会場
となる、市民競技場並びに市民体育館の改修を進め、開催に向けた整備を終えることができた。　今後
は、両種目の仮設観覧席の設置、新たに実施種目となったビーチバレー会場である五色姫海浜公園の
整備等を進める必要がある。

二次評価

B成果向上の可能性 4
施策への貢献度 4

効率性
手段の最適性 3

Cコスト効率

課題認識

　施工、工期ともに着実に執行することができた。

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 5

B

3
受益者負担の適正 3

施策への貢献度 3

市民ニーズへの対応 4
市の関与の妥当性 5

有効性
事業の効果 4

自己評価

自己評価
（担当責任者）

妥当性
目的の妥当性 4

B市民ニーズへの対応 3
市の関与の妥当性 3

効率性
手段の最適性 3

Cコスト効率 3
受益者負担の適正 3

有効性
事業の効果 4

B成果向上の可能性 3

目　　標 0 1 0 0
実　　績 0 1 0 0

成果指標

成果指標
施設整備に必要な執行事業

指標設定の
考え方

必要な事業の執行状況

区分年度 25年度 26年度 27年度 目標28年度



5
経営者会議の最終判断

事業の方向性
事業の休止、廃止を検討する。

意見、課題

行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）

・活動指標で何をしたかは分かるが、評価する意味はあまりないと思う。事業の内容と事業活動が一致し
ておらず、一貫してないと感じた。実施時期は決まっているので、逆算していくつの事業があり、毎年いく
つこなしていけばいいという目標と実績にすれば良いと思う。・実際にかかった費用が少ないのなら、積極
的に効率性の評価を上げて良いと思う。・箱物を造ると、維持費が必ずかかる。地域の方が十分利用で
き、また後年度負担にならないよう、お願いしたい。・評価に関し、やらないといけないという必要性がある
のに、担当レベルでは重要性が落ちている。事業の目的と事業をどうやって進めていくかというベクトル合
わせはきちんとできていないといけない。・所属長の課題認識を見ないと、具体的な種目が分からない。
具体的に書くと何の施設かよく分かると思う。・附帯設備を整備することで、国体終了後も利用率をキープ
できる気がする。そちらに時間とお金をかけた方がよい。


